
大阪朝日新開の社告から始まつた
一回全国中等学校野球大会開催の社告は大正4年 (1915年 )7月 2日付の第一面に発表された。会場は大阪の豊中とあ
コピー参照】。その後、大会期間は8月 18日から5日 間との社告が出された。
催を決めてから約2ヶ月後という短期間での大会。代表決定への予選方法も統一されたものがなかったため、東北の代表
定イこも混乱があつた。

秋田中学が代表に
田中学が東北を代表して出場したことについては、かねてから異論があり、「あれは秋田中学の陰謀だ」と訪る向きもある

(『岩手県高等学校野球連盟20周年記念誌』。
こで、代表に至る経緯の概要を辿うてみると以下のようである。

主体 糾 喜 備 者

日

告‐・朝蝋
。年1回本社が別に定むる所に依りて参加校を選定し、阪地に於いて優勝試合を行う。

・本社の認めたる地方野藪大会の最徳勝校に限るぃ(大工四年度実施の大会に限定)

朝日新聞から秋田中
に連絡が入る

2.秋田
中学の

対応

朝 日新聞からの東北球界への連絡は秋田中学宛てのみ。

認めたる地方大会 =秋 田県予選、その代表として招聘されたとの受け止め。
→童慾馨信絡 ★会閑お

=で
の間に苗十予程歩行うr ttι甘時間的に禾可能 _

秋田甲では大会参BII
の意向を確認し合う

3.朝 日
の指示
・秋田中学に対戦成績の送付を指示。 この年の秋田甲は公

式試合、未だ無し

1.悩棋

つ動き
・横手中、秋田農 (現在の大曲農)が参加を希望

・大館中は都目不足、本荘中は力の葬を考慮し不宏加

秋田中1ま対2校との試合精
果が選付資料に叶うと判断

b.ヤ選
の開催

。東北大て簑(7月 27口 。28日 :ぅ監山Hr)

1回戦 ○秋田中18-5横手中0
決勝  O秋 田中23-O秋田農0

調 H新聞発 行 の全 国 大 会 7
)年史には「秋田農のメン
ベーと両テームのトータル記

量不明」とある

411区嘉 赤加構 予漂犠均 予濠 期 間 会 場 決 勝戦のスコア 備 考
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朝日新聞社が東北の地方大会を秋田県予選と指定した理由 (推渕)

前年 (大正三年)に行われた「東都遠征」の成績が大きく影響してい 田

試合 対 酷スコアイ『 栽 田言 野 武 ф』上り スコア星討 備 考

10秋田中12-0福島中0
2△秋田中6-6宇都宮中△
30秋側中4-2日 本中0
40秋田中9-1荏原中0
50秋 田中2-6横浜商O
60秋田中10-9早稲田中●
7●秋田中0-10慶應普通O
SO秋 田中5-1土浦中●
90秋田申2-0イ山台―中0
100秋田中5-1相馬中0

(『翔球』では13-0)
(『翔球』では5-5)

(『翔球』では2-5)
(『刻球』では9-8)

・ユニフォームは自地に胸にYADOMEの ローマ宇のつい
たものを新調し、他流試合をしに出かけた。

・横浜商との対戦では相手のめまぐるしいバント戦法にすつ

かり内野陣がかく乱された。当時、秋田中はまだバント戦法
などという技術は身につけていないときで、その近代野球に

目を見張つた。
。この遠征における好成績が翌年の大会出場に繋がつたと
いえよう。

投  手 人 代 賢 次
捕  手 信 太   貞
一 塁 手 渡 部  純 司

二 塁 手 小 山 田

二 塁 手 長  崎
遊 撃 手 内 藤

孝

廣

左 翼 手 小 山 田 推 一  補 欠 丹 市郎
中堅 手 羽 石  統 一   (マネージャー)
右 翼 手 鈴 木 久 米

第一回全国優勝野球大会  秋田中学出場までの足取り



第一回全国優勝野球大会  秋田中学いざ豊中へ～そして準優勝に

監督・教論 月ヽ室理吉のこと

小室理吉氏 (明治39年4月 ―大正15年 4月 )を"ヤマグボ"と呼ぶよう1こなったのは氏の顔が三角形であるうえ、オニ
のよう1こ怖かつたため、節足動物の"ヤマオニグモ"に例えられたものである。
とにかくこの先生に愛情のビンタをくわされない生徒は稀であったといわれるぐらいだ。
【注】小室氏は大正三年の東都遠征、そして翌年の全国大会に監督・引率教諭として秋田中学を率いた。

一塁手 信太貞選手と作家阿部牧郎のこと

一塁手信太貞は大会後その優れた技量・態度を評価され、現在で云うベストナインに選ばれている。
この信太選手は、作家阿部牧郎の伯父にあたる。阿部は野球小説を書かせたら当代随―の腕前、中でも『ドン・キ
ホーテ軍団』はその最高傑作。
阿部自身も秋田に疎開。その後、花輪高校時代に左打ちの一塁手として予選に出場している。

虫明亜呂無の現地ルポのこと

作新学院の怪物江川卓人気に沸いた昭和48年 (1973年 )の第55回大会の『週刊朝日増刊号 栄冠めざす48校
の布陣と戦力』に、「現地ルポ 第一回大会ベスト2(京都三中 秋田中)の球史にみる明暗」という特集記事が掲載
された。書き手は当時最高のスポーンライター虫明亜呂無
この時、秋田高校は学校創立百周年を迎えていた。
詳細は同誌の【コピーを今照】。

月  日 大下四年 7月 28日 ～ 8月 24日  秋 田中学の動き 備 考

7  30

8  12

8  14

8  17

8  18

8  19

8 20

8 22

8 23

8  24

朝日新聞社に横手 `秋田農に大勝の報告

慶應大学の投手石川真良、一塁手富樫与―を招じて、卒業生と監督の下、酷
熱炎暑と戦いつつ以降十日間の猛練習を開始

朝日新聞社より、電報にて参加許可の連絡

秋田駅を出発

二十五時間かけて、朝大阪着。金龍館に投宿

大会前夜、川風そよぐ大阪堂島川のほとり大阪ホテルでの選手茶話会に全国
から集まつた球児十被百十人が出席

十校が生々と入場行進。秋田中は胸にYADOMEの マークをつけた真つ白な
ユニフォーム。観衆は1万人で収容し切れず、朝日新聞社は嬉しい悲鳴。朝
日の村山社長の始球式で開幕

初戦、山田中に9対 1というスコアで大勝

優勝候補の早稲田実業に3対 1で勝利

雨のため、順延

延長■3回、京都三中に1対 2でサヨナラ負け

梅田駅年後八時二十三分発の列車で帰途につく。プラットホームでは
》
秋田中

学万歳 !"の声

・選手が上壇場になつて揃
わず急還、学校内から急
造選手を仕立て秋田を出
発。当時は"球ころがし"程

度の認識。大阪まで大金を
かけて遊びに行くとは何事
だとの猛反対もあり

・駅頭での壮行会の人郷
まぱら

・噂では早稲田実業が最も
有望との評

・大阪府下豊能郡豊中球
場
。秋田中は明日に備え、
ゆつくりと観戦

・″番狂わせ"の声が大きい

。準優勝以上が確定

・13回裏一死二塁の場面～
「打者がセカンドフライをあげ
た。二塁手斎藤はトリックプ
レーのフン′ミウンド飛球をとっ
て一塁で打者を刺したが、そ
れを見た二塁走者がホームヘ

走り、一塁手信太が慌てて補
手へ転送したが関一髪間に合
わず、これが決勝点になつた」

関係した人びと



第一回全国優勝野球大会  秋田中学熱闘の跡

大会今加出場選手・監督

葉麓憩   
月ヽ 室  理 吉

投 手  長 崎   廣
捕 手主将渡 部 純 司
一塁手  信 太   貞
二塁手  斎 藤 長 治
二塁手  鈴 木 久 半治
遊撃手  小 山 田 推 一
左翼手  羽 石 統 市
中堅手  丹   市 郎
右翼手  野 口 新 吉
補 欠  土 井 常 吉
補 久  高 橋  魏

第一回全国優勝野球大会
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野球規則11カ条の制定

本塁を挟んでの整列と礼の挨拶

優勝チームには優勝旗、銀メタ
・アレの授与。副賞にスタシゲード

と五十円の図書券。選手に腕時計

準優勝チームには英和中辞典 ・初戦勝利チームには万年筆
全選手に参加章の銅メタ・アレ授与

茉光の準優勝までの熱闘全 3試合
__  三二  塑Ч  ヨ■  ハ   ¬巨  ハ

0230020

1 山田中  1打 安 失
1捕手 (武 )3 0 0
2-塁 置  塩 3
3投手 西  川 4
4遊撃 沢  山 4
5左翼  堤  3
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・三塁打 渡部
・二塁打 沢山
・妨害出塁 菊川(武)[渡部]
【淡部の長打について朝日新聞は三塁打と記録】

振

９

秋田中

6二塁 前  納 4
7中堅 田  中 3
8右翼 菊  川 2
9二塁 鷹  森 3
振 四 犠 盗 29

示し、三振12を奪い、守備貼好プレーを
演じた。打っては丹が三塁打、捕手の渡
部が二塁打をそれぞれ放った。その結
果は9対 1というスコアで大勝した。I注】
①『秋田高校野球史』より。②丹の二塁
打の記録は朝日新開には無し。③山田
中学=現「宇治山口高校」(二重県)

秋田中

会第二日。年後一時、秋田中学対山田中学試合開始。
獣田勢先攻。小山田のヒットと二塁手の過失と相快つてマンマと一点を収め、二回日、事無く。
三回日、渡部のヒント1こ秋田勢一点を加え、勢いに乗じたる。長崎の犠牲球、効を奏して更に一点を合わせたるが、山田方三
相次いで敵投手の為に打撃を封ぜられて収穫無く。
四回目、大いに攻勢を取りたる秋田勢の一死満塁にあたり死球によつて一点。及び信太の安打に送られ二点。都合三点を
えて六対零となり。この形勢に激したる山田方は努力猛打第二塁を踏みしも、遂に生還を得ず。
工回日、両軍得る所なく。
六回目、秋田勢は丹、中堅越二塁打に出でたるも野口の軟打効無くして結局得点なく。山田方をして頼勢を盛り返すの機、
至れりと為し、既に味方二死後に出でたる沢山の美事なるヒット、卓効を奏して最初の一点を入れる。
七回日、信太熱球を二塁手の逸したるに乗じて秋田勢二点を加え然も山田方は本塁に併死して回天の業、とも

′(回 日、敵の守備、厳にして流石の秋田勢も入るに由なく。山田方また同じく一塁に討ち死し、新くて最終の九回目に入る。
ちに乗じたる秋田勢またしても満塁となれる折柄、捕手の投球を本塁手逸して生還一人を教え、代わりて攻むる山田方最
後の念晴らしに腕の限り、根限り打ち捲らんと力みたるも効無く遂に得を点を得ず、一対九を以つて秋田軍勢の勝利となれり。
二十日は第一回鳥取中学対和歌山中学、第二回早稲田実業対秋田中学の優勝試合を為すべし。(大阪電話)



〔「東京朝日新聞復刻版』:大正4年8月 24日 付けの記事を再生 (何詞尽が無い為、読み易いよう輛止
・椰人 )。 】

我優勝戦、京都三中姑秋田中学
陳田中学は去る二十日の試合に於いて強敵早稲田実業を撃破せし以来二日間の体業を得て十三分の英気を養い、京都二

中は前後二日に亙る和歌山中学との激戦に疲労せる気味あるも、ほかならぬ最優勝戦の事とて決死の勇を奮つて起ち、満場
の拍手に迎えられつつ、午後二時四十分、秋田の先攻を以つて開始す。

大正4年 (1915年 )8月 23日 豊中グラウンド ◇開始14時40分
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京都三中 10

i大阪朝日新聞 :大正4年8月 24日 付けの記事を再生 (何読尽が無い為、読み易いよつ禰止・挿人 )。 】

吹田、功急ぎ失敗  京二の打棒に屈す
:評]善戦 9、 尚勝敗の決を見るに至らず、遂に13回に至るまでエキストライエングを行いて漸く2-1の勝負を見るに至りし
ま、流石に全国を代表する大会の最優勝戦たるに恥じず。勝ちたる三中は勿論、敗れたる秋田も亦良く戦いたりと云う可し。

ミ都三中は惨洛たる苦心を重ねて敵の投球に対する打撃法を研究すると共に、従来十字投球の直球のみ打ち馴れて、カー

デに対する打撃法の修練なき敵打者の弱点を巧に看破し、藤日の怪腕を利用して悉くアウトカープに封じ去り、且つ最初より

勝敗を度外に置きて慌てず騒がず、始終慎重の態度を執りつつ敵を圧迫し、試合の2、 3回頃より既に優勢の地位に立ちて

我後の勝利を予想せしめた。総体の上より見る時は、秋田の捕手を除く外、守備に於いて三中に優りしも打撃に推いてそれ

扱上に劣りしため、此の敗戦を見るに至りしものなるが、概して両軍とも打撃の際、焦慮り気味なり。殊に9回以後に於いては
一層焦燥してバントを利用することを忘れ、みすみす好機を逸し去りたり。

ミニ中はヒットエンドランのサインの錯誤かそれとも走者の軽挙か、2回までも一死にして二塁に走者を有しながら本塁に憤死

亡しめて毎次好機を逸し、9回にて終る可き勝負を延長するに至らしめたり。また秋田の得し1点は、当然京軍の捕手によりて
一塁に投ずる可きバントを茫然として投手に任せし為め、藤田裕狼狽して一塁に悪投し、可惜1点を敵に与えしものにして、言

ヒ京三中が第8回に得し1点も、秋田の捕手が敏捷を久き、優に捉え得可き高球を逸して中を生還せしむるに至りしものなり。

薦の他、秋田の一塁手信太及び左翼手丹、京軍の投手藤田、左翼手内藤等は皆よく活躍せしが、殊に京軍の8番打者たる
勺藤の打撃大いに振るいし1ま、敵投手を困惑せしむる第一の因となりて大功を奏した。要するに、此の日の勝負は順当の勝

負にして、あれ迄に試合を延長せしめしは寧ろ秋田の善戦せるものと云う可し。1/1ヽ西作太郎委員)

1注】この戦評は、京都三中から三高に在学、大会委員を務めた山中作太郎(のちの朝日新聞取締役)の筆になるものであ
る。:『秋田高校野球史』より。



月 日 球場  回戦    校名  一 二 三 四 五 六 七 八 九 計   バンテリー

820豊中準決勝戦8ゞ間最!:!II;:!長 と 8買蕗三塁景
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四
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１

のバンテリーはなかなか秋田中を寄せつ

けなかったが、秋田中は自井のインコー

ナー寄りの速球をたくみに合わせ、一、
二、人回にそれぞれ一点を加え計三点
をあげた。幸い味方の長崎の右腕Ъ衰え
を知らず、コーナー・コーナーを衝いて、
はやる早実打線をかわした。結局一点を
計しただけで、3対 1と準優勝をものにし
て決勝ヘコマを進めた。【注】①『秋田高
校野球史』より。②早実の岡田=岡田源
二郎 :明大→金硫 野球殿堂入り。)

【「東京朝日新聞復刻版』:大正4年8月 21日 付けの記事を再生 (句読点が無い為、読み易いよう補正・押入)。 】
全国野球大会第二日。午前に引続き午後二時より開始せる一勝者試合の第二回目は小早慶試合の称ある早稲田対秋田の

試合にして観衆の期待また甚だ大なりき。
一回日、先攻の早稲田方の打者岡田、熱球を飛ばして出で、巧に本塁に迫りしも、後援続かずして倒れる。秋田方二死後、
小山田の小ゴロを折角止めたる敵投手、悪球を一塁に投じたる為、二塁走者疾駆生還して最初の一点を収める。
二回日、早稲田方、敵の四球に送られて二塁を踏みしも入らず。秋田方、また二人相次いで悶死。
三回日、早稲田方、岡田四球に出でて二死後二塁に機を窺がいしも、自井の飛球、三塁手の得るところとなりて生還せず。つ
田方斎藤敵遊撃の失に出で二塁に到れる時しも、渡部の軟打を遊撃得たるも二塁に悪球を投じ生還一人を加えて得点二と
俊る。
四回日、早稲田方凡打して効なく、代わりて秋田方小山田安打に出でしも返らず。
五回日、早稲田一死後、宮川ヒット、岡田四球に出でたるも三川、自井連死して得るところなく、秋田方また得点なく。
六回日、早稲田方石崎四球に出で霜島も犠牲球に送られ、石川の右翼ヒットによる一点を入れて敵の守備漸く乱れかけしが

辛くも防ぎ止めて事なく、秋田方凡打凡死して局面変化なく。
七回日、早稲田総て効無く。秋田方二死後、二塁を踏みしも高橋直球二塁手に捕らえられて進むあた能わず。

'(回
日、早稲田方、回天の業この機にありと為し、攻撃すこぶる努めしも敵の緊密なる備えは容易に襲破を許さずして二人連

死。秋田方は既に一点の勝越しあり、あわよくばプラスアルハー溢為さんとし、二死後鈴木の二塁越安打に依りて二塁を占め
にる長崎は小山田の球を投手の逸したるに乗じ、駿走本塁に入りてここに一対三となる。
九回日、早稲田方回復の機はこの一回に極まる。し力も二死既に眼前に在り走者二塁に入りて敵の牙営を窺うも宮川の飛
球、二塁の得るところとなりて惜しむべし二塁に死し、結局一対三プラスアルハーにて秋田勢の巧妙を為すに至れり。
三時十三分終了。
〔注】①『秋田高校野球史』より。②小早慶試合とは……:大会―の呼び物であったこの試合、早稲田実業は早大直参のチー
ム、秋田中は多年慶應のコーチを受けたチームであることから、こう呼ばれた。

月 日 球場  回戦    校名 一 二 三 四 工 六 七 人 九 十 上 と と 計   バンテリ~

823豊中決勝戦8電啄雪甲::::Il;!lIII!と  8最留三哲i
・二塁打 渡部 ・暴投 長崎

二十三今日大会の選手権を決定すべき二十三

日は愈々来たれり。夜来降雨ありてグラ
ンド湿れるため、予定の年後一時に開
始する能わず。委員協議の上、予定より
一時間延ばして年後二時より挙行するこ
とに決し、両軍選手シートノックを終わり
に試合を開始せんとしてまたまた小雨
。一時全く中止するの巳むなきを気
わしめしが、幸いにして程なく西北の
―角より密雲切れ始め、降雨全く止みた
以つて更に一応の協議を重ねたる
上、最優勝戦を決行したり。(試合開始ま

失

０

０

１

０

０

１

０

０

０

安

１

１

２

０

０

０

１

２

０

打

５

５

６

６

６

６

３

５

４

失

０

１

２

１

２

０

１

０

０

安

１

１

０

０

０

２

０

０

０

打

５

５

５

４

５

５

５

５

４

６４盗

５

犠

１

四

４

振

１０

４４盗

１

犠

０

四

１

一振

１０

〔『東京朝日新聞復刻版』:大正4年8月 24日 付けの記事を再生 (句読点が無い為、読み易いよう補正・挿入)。 】
東都三中勝つ ▽十四回の書戦 ▽京都2秋田1
大阪朝日主催全国中学優勝試合最後の決戦たる秋田姑京都三中野球戦は昨日午後二時より開始したるが互いに相伯仲
ノ、第六回の終わり1こ至る迄両軍とも無得点の儘にて試合を継続。
幕七回、秋田軍一点を占め、第人回には京都三中一点を占めて同点となり、九回に入るも勝負つかず。
十回も双方無得点にて十一回に入りしも尚勝負決せず。
に 、十二勝負決せず終に十四回日、京都一点を占め二対―にて京都の勝ち。【注 :延長14回は誤りで、工しくは13回で渉
音。】



（
鎌

口
明
終
氏

の
■
方

の
社
欠
）

大正八年のテーム 上段右から 西野忠男 今剛三 中;本す譲
佐野貫一 大川竹二 小室理吉 大島長三郎 中村四万吉
下段右から 小川司 三浦次郎 蓼沼三郎 築地俊竜

口

武夫 渡部士郎 渡部進 伊藤勝三
竜 介川

小
室

埋
吉
民

の
わ
も
か
げ


